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Robert Byron Bird （ロノtー トパイロ ンバード）
1924年2月5日生，国籍 アメリカ合衆国
1950年6月 ウィスコンシン大学大学院修了



































































































I ( iflt'[炭素資源転換工学：実験施設を11~1 卜：＇＇＇ぷ換）



























剖； 局 名 術近 階 面 干責 f桁 』E
基幹 ・環境整備 （医学部附以病院） （旧耳仰U閃喉科解体等） 一式
工 守： 剖i ＋支 舎 SR8-l 4.280m' 
文 －ヰ 許s 校 /,>, SR5-2 4 030m' 
Rは鉄筋コ ンクリート併造
放射性向位元＊総合 セ ンター SR3-2 1. 720m' SR は鉄骨鉄筋コ ンクリート情造
8-1は地 U I精地下 l階
M R I - C T 装問機 Rl 220m' 
;(!- A聾 ~i} t討 ~ 改 fl事 R l .480m' 






























入 自白 者 数
期 ！日1 展 刀立 の 名 初：
量生 土t己 生 l俄 員 特別観覧 百十
外 手十 司とヨEご σ〉 世 界 人 人 人 人 人

















































































































































































課程を修 fし， l1iJ35年より ｜仙史
学部助手， lil42年l1ij助教J受を経
































































































































































































ところで， 現在では学生の課外出動の施設のーとして， 日ー楽古I＼火科楽同などの練~！号場や合II門同． 書道
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I ＜随想、＞ るようになったこと。第2に，殆どの天体に変 t
l 町の天文台から 動が観測され始めたこと。刷、ら活動銀河核ま i
~ で数時間，数日，数年と云ったいろいろの時間 S
A 名営教授小暮知一 ノー－＂ 0 y ti 規模の変動が観測されると観測lj者の数がたくさ ' 
q 学問にfHiらず，多くの分野で a・司ば＼ ん必要になる。天体の変動はアマの観il!IJ.ri－の得 1
0プロとアマチュアの協）Jがその ・・- ・ ¥ 意とするところであるp 第3に，地方自治体が ！
4分野の発以と活動の原動）Jに －＂.＜；ヲ彊哩’ i 絞って大型望遠鏡をもっ公共天文台の建設に来 。
五 I ·• r『・－ I 毒5なっている。 I ！で週冒 ｜ りIHしたこと。などであろう。ねが関係するの 0 
' 天文学もそのような分野の一 回圃，.』ー は第3の点である。 ,. 
9っと考えられている。実際 新 司且＇r -• 従来の公共天文台の宅遠鏡は観望専用で光学 1
i しい詳diや新以の発凡など日本 、.，系の仕様が1－いといJfk＼＇に，プロとの協 ）Jも始ど t 
lのアマチュアの活動は世界的にも良く知られて なかった。プロイ上様なら口径 60cmでも十分 ＋
： いる。しかし，それでは日本ではプロとアマの に学問的に意味のある制!IJが可能になる。 t j協）Jがうまく行つ川カと山肌はそ こうした普同町めカら意図以共 ！
うでもなし、。戦前は本学：の山本一清教短ー のよう 天文台は1990年に設立された阿はりま天文台が Y
の深いつながりを持つ万もおられたが，戦後は るが研究者ーの台員が研究と普及に当たってい 0 
太陽系天体や軌道計算などの特別の分野を除く る。その後1993年に岡山県美以I汀に現在私の勤 自
とアマとプロは別々の世界のようになってし めている美~，J＿天文台が開設された。 この天文台 ’
まった。天文学会にはプロとアマの会員がいる は口径が lOlcmと公共天文台として初めて 1
が，アマチュア会員は学会の研究活動からほと メートルを超えたと六うばかりでなく，研究者 f
んど疎外されているのがこれまでの実状であ の台員とアマチュアの協力のもとに，木~ーや新 S
る。 ).fー などですでにいくつかの観測成果をあげ，普 . 
寺 天文学の歴史を振り返ってみると18, 19世紀 及にも良い効果をワーえている。その後，他の自 ~ 
jの頃，天体制！仕リードしていたのは むしろ 治体でも 1メートルを担える望遠鏡を持つ天文 i





20世紀に人ると観測のリードはプロに移る。 近年は団連でも発展途上国の科学水準の｜向上 ？jその一一大科学…ゎょう 山…天文引iil~·$'i li*tj:F.W I 
になり，新しく発見された中性子星， if{，足， X 題となっている。 そのための｜刻~ワークショッ ~ 
0線天休などはどれも微光でアマチュアの望遠鏡 プが定期的に聞かれるようになっている。ま ~ 
6では手が出ないものだったからである。望遠鏡 た，中国，インドネシア，スリランカなどアジ 9
6がM大化，高性能化し，また，電波，紫外線， アの国々の関係者も日本の公共天文台のあり方 ？
t x線などの観測となるとこれはもう全くプロの に注目している。今後は国際協力も大切な課題 ？
i世界である。 になるであろう。小さな町の天文台でも大きな i
幸 しかし刷は事情が少し変わりつつある。ァ 仕事の出来る時代になりつつあると云えそうで j
理由はい写真山る尚臓の CCD （こくれとも付元理学音附平成2年 jjマとプロ仰が云われIULt.：ので抗。主な ある0
1と呼ばれる受光素子の普及によって写真の20一 退1＇：＂専門は天体物理学） i 
0 30倍を越える高感度観測がアマでも手軽に行え ~ 
1104 
